
都市づくりの理念・目標
（たたき台）

令和７年８月２６日

第４回長野市都市計画マスタープラン改定専門部会
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資料10



社会経済情勢の変化
（都市を取巻く環境）

分野別方針

都市構造

計画改定のポイント
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問題意識 対応項目

わかりにくさ
（煩雑さ）

都市づくりの理念・
都市づくりの目標



社会経済情勢の変化

■災害リスクの増大

・令和元年東日本台風による甚大な被
害が発生

令和元年東日本台風の被害

■公共交通維持への不安

・長野市街地と中山間地を結ぶバス路
線・６路線が廃止予定

廃止路線となるバス路線

■人口減少等による活力低下

・市内の高校生・高等専門学校生等の
約６割が市外での就職を希望
・インフラ更新時期到来による更新費
用の増大

就職について高校生・専門学校生等の意識

改定のねらい
今回の改定では、今後の社会情勢の変化を捉えながら、

将来においても持続可能な都市づくりの実現
の観点から計画の改定作業を進める

社会経済情勢の変化と改定のねらい
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改定の視点と方向性（都市構造）
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• 後述の「都市づくりの理念・
目標」（たたき台）と整合す
る。

・目指す都市構造は、長い時間
軸の中で、継続的で一貫性の
あるものが望ましい。

• 現行都市マスが掲げる都市構
造は、公共交通を利用しやす
い拠点の拠点性を高めること
を目指しており、市が目指す
方向の１つである公共交通維
持の方針と合致する。

視 点：長野市の都市構造
方向性：これまで目指してきた都市構造を継承



視 点：拠点の維持・強化
方向性：人口、都市機能の維持（都市計画区域外も）

改定の視点と方向性（都市構造）
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（イメージ）
・長野市全体の人口は減少しても、拠点圏域の人口は維持
・同様に、拠点圏域の都市機能は維持

• 将来、人口減少が進
行することが予測さ
れる中、都市のどこ
で“減らす”のかを計
画する（決めてお
く）必要がある。

• 基本的には、各種の
拠点では人口を維持
するため、それ以外
の地域で減少を受け
入れることになる。

• また、広域拠点では
現状より増やすので
あれば、その分もそ
の他の地域で減らす
ことになる。



ねらい 改定の視点
持続可能な都市づくりを実現する

ため（改定）の方向性

将
来
に
お
い
て
も
持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
の
実
現

⇒

災害リスクの回避・軽減
への対応
⚫自然災害の激甚化・頻発化
⚫災害リスクが高い区域で都市化の進
展

⇒
 被害対象を減らす（少なくとも増やさな
い）土地利用の検討

⇒  被害対象を受けにくくする基盤整備

⇒

移動手段の確保への対応
⚫１人当たり公共交通利用回数の減少
⚫市内を移動できる環境の評価が低下
⚫放置自転車の存在

⇒
 都市構造の再構築（都市計画区域内外の各
種拠点の強化）

⇒
 自転車利用（市民、観光客）を促進する基
盤整備

⇒

都市活力の維持・向上
への対応
⚫中心市街地における商業施設の減少
⚫市内の高校生・高等専門学校生等の
約６割が市外での就職を希望

⚫公共施設の維持管理・更新費の増加

⇒
 空き地・空き店舗などの活用による都市機
能の誘導

⇒  企業立地促進に寄与する産業用地の開発

⇒
 増大する維持管理・更新費用を踏まえた整
備方針の検討

改定の視点と方向性（分野別方針）
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視 点：災害リスク回避・軽減、移動手段確保、都市活力維持・向上
方向性：持続可能な都市となるよう各分野で対応



改定の視点と方向性（わかりにくさの解消）
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視 点：わかりやすさ（⇐現行計画は複雑）
方向性：理念は総合計画、目標は分野別方針と整合

参考（第5次総計のまちづくり
の基本方針）
• 市民の「幸せ」の実現
• 「持続可能な」まちづくりの推進
• 「長野市らしさ」の発揮と「まちの
活力と魅力」の創出

参考（現行都市マスの分野別方針）
• 土地利用の方針
• 道路・交通施設整備の方針
• 自然環境の保全と都市環境整備の方針
• 都市景観整備の方針
• 防災都市づくりの方針

現行都市計画マスタープランの理念・目標



第５次長野市総合計画
まちづくりの方針

市民の「幸せ」の実現 ⚫ 市民が真の豊かさや幸せを実感し、いきいき生活でき
るまちを目指す

「持続可能な」まちづくりの推進
⚫ 行政財政資源を効率的・効果的に活用する
⚫ 既存の公共施設を有効活用する
⚫ 環境配慮（地球温暖化防止、多様性確保）

「長野市らしさ」の発揮と
「まちの活力と魅力」の創出

⚫ 自然環境や交通環境などの強みを磨き上げ長野市らし
さを発揮する

⚫ 人口減少に歯止めかけ、まちの魅力を維持・創出する

都市計画の視点
⚫災害リスクの回避・軽減するまちづくり
⚫長野市の歴史・文化を活かしたまちづくり

都市計画マスタープランの理念

長野の魅力を高めながら将来も持続可能な都市の実現

都市づくりの理念（たたき台）
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都市づ
くりの
理念

都市づくりの目標 分野別方針 着眼点

長
野
の
魅
力
を
高
め
な
が
ら

将
来
も
持
続
可
能
な
都
市
の
実
現

⇒
人口減少化でも
持続可能な
都市づくり

⇒
土地利用の方
針

・子育てしやすい住環境★
・新たな居住者や訪問者の増加
・生活の核となる機能の集積
・空き地・空き家の活用による都市機能の
誘導
・企業立地促進に寄与する産業用地確保
・増大する公共施設の維持管理・更新費用
を踏まえた整備方針の検討

⇒
道路・交通施
設整備の方針

・公共交通が利用しやすい都市づくり★
・都市構造の再構築（市街地の魅力向上と
都市計画区域外の拠点の強化）
・自転車利用を促進する基盤整備★

⇒
自然･歴史･文化を
活かした特徴ある
都市づくり

⇒
自然環境の保
全と都市環境
整備の方針

・自然環境や農地などの保全と市街地の潤
いの充実

⇒
都市景観整備
の方針

・長野の魅力を都市づくりへ取り込む★

⇒
災害に強く
安全・安心な
都市づくり

⇒
防災都市づく
りの方針

・災害リスクを考慮した土地利用誘導
・災害被害を受けにくくする基盤整備

都市づくりの目標（たたき台）

9★印は市民意識調査の結果と特に関連する事項
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